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施設入所者状況調査＜ｎ＝５６６＞
1 入所者の性別及び年齢
施設入所者調査については、政令市所在の施設を除く施設（「枚方発達総合医療センター」、「四天王寺和らぎ苑」、「すくよか」）に入所されている１８歳以上の大阪府民を対象として、アンケート調査を行ったものであり、５６６名の回答を得ている。
性別については、男性は３３６名（59.4%）、女性が２３０（40.6%）となっている。

年齢別では５０歳以上が２０１名（35.5%）と最も多く、次いで、４０－４９歳が１９７名（34.8%）となっている。
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2 所持されている手帳
　手帳別にみると、療育手帳が５１３名（90.6%）)と最も多くなっており、次いで身体障がい者手帳３９４名（69.6%）と、ほぼ７割の方が重複障がいである。
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3 日頃提供している医療的ケア
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服薬管理が最も多く５５２名（97.5%）となっている。次いで、経管栄養が１１０名（19.8%）、吸引９２名（16.3%）となっている。人工呼吸器を利用している方も１５名（2.7%）おられた。
　
4 個別支援計画作成にあたってどのように作成したか
　ご家族に希望を確認して計画を作成しているが１７１名（30.2%）と最も多く、次いで計画策定会議で作成し、ご家族に説明及び同意を得たが１６３名（28.8%）となっている。本人の希望を聞いて３名（0.5%）や、計画策定会議で作成し、本人ご説明及び同意を得た１３名（2.3%）となっており、本人の関与は極めて少ない。
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5 地域移行に向けた支援内容が明記されているか
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回答いただいたすべての方が、個別支援計画に地域移行へ向けた支援内容が記載されていない。
6 今後の生活に関して
１）ご本人の意思
　ご本人の意思が確認できない４９８名（88.0%）が最も多く、次いで、このまま今の施設で暮らしたい２８名（4.9%）となっている。
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２）ご家族の今後の生活に関しての希望

このまま施設で暮らして欲しいが４１１名（72.6%）となっており、家族の意思を確認したことがない１３５名（23.9%）を考慮すると、ほとんどの方が今の施設での暮らしを希望されている。
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３）支援者として、ご本人の地域移行についての考え

　症状が重症などの理由により、施設での医学的管理が必要２１１名（37.3%）となっており、次いでわからない１９２名（33.9%）となっている。

しかしながら、地域のサービス不足５７名（10.1%）や、ご家族の同意が得られない４８名（8.5%）となっていることから、地域で生活するためのサービスの充実があれば地域移行が可能と考えられる方も、少なからずおられる。
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7 支援者からみたご本人が希望されるサービス（重複回答）
必要とされているサービス内容として最も多かったのは、医療機関に関するもの９６８名（19.2%）で、次いで重症心身障がい児（者）通園事業に関するもの９２５名（18.4%）、ホームヘルプ関係８９５名（17.8%）となっている。
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＜短期入所＞ 628 12.5%

短期入所事業所の増 194 30.9%

医療的ケアに対応できる知識、技術の向上 67 10.7%

医療的ケアに対応できる設備の充実 68 10.8%

医療機関による短期入所の実施 265 42.2%

その他 34 5.4%

＜訪問看護＞ 738 14.7%

利用料の軽減 235 37.4%

利用できる回数の増 292 46.5%

１回あたりの時間数の増 71 11.3%

０歳児も利用できる訪問看護事業所の増 10 1.6%

早朝や夜間も利用できる訪問看護事業所の増 129 20.5%

その他 1 0.2%

＜ホームヘルプ＞ 895 17.8%

ヘルパーにも医療的ケアを認めて欲しい 97 15.4%

ヘルパーの知識、技術の向上 76 12.1%

早朝、夜間も利用できる事業所の増 354 56.4%

休日、祝日も利用できる事業所の増 349 55.6%

その他 19 3.0%

＜重症心身障がい児（者）通園事業＞ 925 18.4%

実施箇所数の増 183 29.1%

利用定員の増 283 45.1%

利用回数の増 280 44.6%

送迎の充実 144 22.9%

その他 35 5.6%

＜生活介護＞ 274 5.4%

生活介護事業所の増 56 8.9%

医療的ケアに対応できる知識、技術の向上 59 9.4%

医療的ケアに対応できる設備の充実 60 9.6%

利用回数の増 48 7.6%

送迎の充実 48 7.6%

その他 3 0.5%

＜相談支援＞ 322 6.4%

重症心身障がいを理解し、相談できる相談支援事業所の増 268 42.7%

日中活動等サービス利用を調整する相談支援事業所の増 49 7.8%

その他 5 0.8%

＜医療機関＞ 968 19.2%

訪問診療してくれる医療機関の増 300 47.8%

気軽に利用できる診療所の増 352 56.1%

重症心身障がい児（者）を診察してくれる専門医の増 226 36.0%

医療機関でのレスパイト入院 85 13.5%

その他 5 0.8%

＜重症心身障がい児（者）施設＞ 200 4.0%

施設の新設 82 13.1%

生活支援としてのサービス内容の充実 51 8.1%

地域からの相談にも応じて欲しい 32 5.1%

施設から看護師やヘルパーを派遣してほしい 32 5.1%

その他 3 0.5%

＜ケアホーム＞ 81 1.6%

医療的ケアに対応できるケアホームの制度化 36 5.7%

低料金で利用できるケアホームの制度化 38 6.1%

その他 7 1.1%

総計 5,031
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